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　清秋の候、日頃より、弊社をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
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特別割引のご案内

●ご連絡先
Mail info@bensei.jp
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https://bensei.jp/wpja2/wp-content/uploads/2020/04/mfp.pdf


中国古典・中国史

現
代
語
訳
北
斉
書

中
国
史
書
入
門

二
十
四
史
と
呼
ば
れ
る
中
国
歴
代
王
朝
史
（
正
史
）
を
、

現
代
語
訳
で
読
む
「
中
国
史
書
入
門
」
シ
リ
ー
ズ
。

異
民
族
が
中
原
に
進
出
し
、

群
雄
割
拠
し
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
。

有
名
な
蘭
陵
王
・
高
長
恭
が
活
躍
し
た

北
斉
の
正
史
『
北
斉
書
』
を
現
代
語
で
読
む
。

本
体
予
価
六
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
約
六
五
〇
頁

二
〇
二
〇
年
十
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29612-6 C0398

氣
賀
澤
保
規…

明
治
大
学
東
ア
ジ
ア
石
刻
文
物
研
究
所
所
長

﹇
監
修
﹈

池
田
恭
哉…
京
都
大
学
文
学
研
究
科
准
教
授

岡
部
毅
史…

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
課
職
員

梶
山
智
史…

明
治
大
学
・
専
修
大
学
兼
任
講
師

倉
本
尚
徳…

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授

田
熊
敬
之…

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程

﹇
訳
者
﹈

は
じ
め
に

第
一
部

帝
室
の
軌
跡

　

第
一
章　

帝
紀

　
　

神
武
帝（
上
・
下
）、文
襄
帝
、文
宣
帝
、廃
帝
、孝
昭
帝
、武
成
帝
、後
主
、幼
主

　

第
二
章　

後
宮
伝

　
　

神
武
婁
后
、文
襄
元
后
、文
宣
李
后
、孝
昭
元
后
、武
成
胡
后
、後
主
斛
律
后
・
胡
后
・
穆
后

　

第
三
章　

諸
王
侯
伝

　
　

高
祖
十
一
王
、文
襄
六
王

第
二
部

人
臣
の
列
伝

　

第
四
章　

群
臣
伝―

東
魏
・
北
斉
の
勲
貴
た
ち

　
　

竇
泰
、尉
景
、婁
昭（
兄
子
・
婁
叡
）、厙
狄
干（
子
・
厙
狄
士
文
）、韓
軌
、潘
樂
、段
榮（
子
・
段
韶
、段
孝
言
）、

　
　

斛
律
金（
子
・
斛
律
光
、斛
律
羨
）、孫
騰
、高
隆
之
、司
馬
子
如
、賀
拔
允
、蔡
儁
、韓
賢
、尉
長
命
、王
懷
、劉
貴
、

　
　

任
延
敬
、莫
多
婁
貸
文
、高
市
貴
、薛
孤
延
、張
瓊（
子
・
張
忻
、張
遵
業
）、斛
律
羌
舉（
子
・
斛
律
孝
卿
、代
人
・
劉
世
清
）、

　
　

堯
雄（
弟
・
堯
奮
、従
父
兄
・
堯
傑
）、慕
容
紹
宗
、慕
容
儼

　

第
五
章　

群
臣
伝―

神
武
帝
・
文
襄
帝
・
文
宣
帝
の
謀
臣
・
武
将
た
ち

　
　

高
乾（
弟
・
高
慎
、高
昂
、高
季
式
）、封
隆
之（
子
・
封
子
繪
、從
子
・
封
孝
琬
、封
孝
琰
）、

　
　

李
元
忠（
子
・
李
搔
、族
弟
・
李
密
、宗
人
・
李
愍
、族
叔
・
李
景
遺
）、盧
文
偉（
子
・
盧
恭
道
、孫
・
盧
詢
祖
、族
人
・
盧
勇
）、

　
　

李
義
深（
子
・
李
騊
駼
、孫
・
李
正
藻
）、魏
蘭
根
、崔
悛（
子
・
崔
瞻
、族
叔
・
崔
景
鳳
、族
子
・
崔
肇
師
）、孫
搴
、

　
　

陳
元
康（
子
・
陳
善
藏
、弟
・
陳
諶
）、杜
弼

　

第
六
章　

群
臣
伝―

東
魏
・
北
斉
の
文
武
百
官
た
ち

　
　

敬
顯
儁
、破
六
韓
常
、元
孝
友
、李
渾（
子
・
李
湛
、弟
・
李
繪
、族
子
・
李
公
緒
）、崔
暹
、高
德
政
、崔
昂
、王
昕（
弟
・
王
晞
）、

　
　

陸
法
和
、王
琳
、徐
之
才（
子
・
徐
林
、徐
同
卿
、徐
之
範
）、楊
愔（
燕
子
獻
、宋
欽
道
、鄭
頤
）、裴
讓
之（
弟
・
裴
諏
之
、裴
讞
之
）、

　
　

邢
卲
、魏
收
、辛
術
、元
文
遙
、趙
彥
深
、崔
季
舒
、祖
珽
、尉
瑾
、唐
邕
、白
建
、暴
顯
、皮
景
和
、綦
連
猛
、

　
　

元
景
安
、獨
孤
永
業
、陽
斐
、盧
潜
、崔
劼
、盧
叔
武
、陽
休
之
、袁
聿
修
、李
稚
廉
、封
述
、源
彪

　

第
七
章　

学
術
伝

　
　

儒
林
伝
序
、顔
之
推

　

第
八
章　

外
戚
伝
・
方
伎
伝
・
恩
倖
伝

　
　

外
戚
序
、婁
叡
、胡
長
仁（
従
祖
兄
・
胡
長
粲
）、方
伎
序
、由
吾
道
栄
、信
都
芳
、宋
景
業
、許
遵
、呉
遵
世
、趙
輔
和
、

　
　

皇
甫
玉
、解
法
選
、魏
寧
、綦
毋
懐
文
、張
子
信
、馬
嗣
明
、恩
倖
序
、郭
秀
、和
士
開
、穆
提
婆
、高
阿
那
肱
、

　
　

韓
鳳
、韓
寶
業
・
盧
勒
叉
・
齊
紹

　
コ
ラ
ム

　
　
『
北
斉
書
』編
纂 

◉ 

「
鄴
城
・
晋
陽
」両
都
制 

◉ 

北
斉
蘭
陵
王 

◉ 

文
林
館
・『
修
文
殿
御
覧
』

　
　

侯
景
の
乱 

◉ 

北
斉
仏
教 

◉ 

西
域
胡
人 

◉ 

北
斉
・
北
周
の
関
係

資
料
編（
北
斉
版
図
、事
表
、系
図
ほ
か
）

お
わ
り
に

目
次

せ
い

し
ょ

ほ
く

◆
原
文
と
現
代
語
訳
が
対
照
で
き
る
形
。

◆
皇
帝
の
本
紀
を
全
篇
訳
出
。
各
列
伝
の
抄
訳
。

◆『
北
斉
書
』や「
東
魏
・
北
斉
」を
理
解
す
る

　

コ
ラ
ム
、
地
図
や
事
表
、
系
図
な
ど
の
資
料

を
収
録
。

本
書
の
特
色

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体予価6,000円（+税）
A5判並製カバー装・約650頁
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ISBN978-4-585-29612-6 C0398
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中国古典・中国史

現
代
語
訳
隋
書

中
国
史
書
入
門

二
十
四
史
と
呼
ば
れ
る
中
国
歴
代
王
朝
史
（
正
史
）。

既
に
「
史
記
」
や
「
三
国
志
」
な
ど
は

全
文
が
現
代
語
訳
さ
れ
た
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、

中
で
も
日
本
と
関
係
が
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
の
史
書
、

「
隋
書
」
を
取
り
上
げ
て
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。

従
来
は
日
本
に
関
連
す
る
事
項
や
専
門
的
記
述
の
み
が

現
代
語
訳
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
隋
書
」
か
ら
、
そ
の
本
質
部
分
で
あ
る

本
紀
（
皇
帝
の
伝
記
）
全
文
と
諸
列
伝
（
人
臣
の
伝
記
）
を
訳
出
。

本
体
四
、二
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
五
二
〇
頁

二
〇
一
七
年
五
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29611-9 C0398

中
林
史
朗…
大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
教
授

山
口
謠
司…
大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
准
教
授

﹇
監
修
﹈

池
田
雅
典…

大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講
師

大
兼
健
寛…

学
校
法
人
た
ち
ば
な
学
園
、
理
学
・
作
業
名
古
屋
専
門
学
校
専
任
講
師

洲
脇
武
志…

実
践
女
子
大
学
、
大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講
師

田
中
良
明…

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
講
師

﹇
訳
者
﹈

は
じ
め
に
●
中
林
史
朗

訳
者
前
言
●
田
中
良
明

第
一
部

帝
室
の
軌
跡

　

帝
紀―

高
祖（
上
下
）・煬
帝（
上
下
）・
恭
帝

　

后
妃
伝―

獨
孤
皇
后・宣
華
夫
人
陳
氏・容
華
夫
人
蔡
氏・煬
帝
蕭
皇
后
／

　

文
四
子
伝―

房
陵
王
楊
勇・
秦
孝
王
楊
俊・庶
人
楊
秀
・庶
人
楊
諒

　
　

コ
ラ
ム
①　
『
隋
書
』の
成
立
●
洲
脇
武
志

　
　

コ
ラ
ム
②　

隋
の
皇
族
た
ち
●
田
中
良
明

第
二
部

人
臣
の
列
伝

　

劉
昉
・
鄭
譯―

高
祖
を
北
周
丞
相
と
し
て
迎
え
た
隋
建
国
の
発
端

　
　
（
附・元
冑―

高
祖
暗
殺
未
遂
事
件
）

　
　

コ
ラ
ム
③　

周
隋
禅
譲
●
池
田
雅
典

　

李
德
林
・
許
善
心―

南
北
朝
か
ら
隋
へ
の
移
行
期

　
　

コ
ラ
ム
④　

隋
に
仕
え
た
遺
臣
た
ち―

姚
察
・顏
之
儀・顏
之
推
●
洲
脇
武
志

目
次

　

高
熲
・
蘇
威
・
楊
素―

隋
の
礎
を
築
い
た
宰
相
た
ち

　
　
（
附・楊
玄
感―

隋
滅
亡
の
序
章
）

　
　

コ
ラ
ム
⑤　

理
想
都
市・大
興
城
●
池
田
雅
典

　

韓
擒
虎
・
賀
若
弼
・
達
奚
長
儒
・
賀
婁
子
幹
・
史
萬
歲
・
劉
方

　

―

隋
の
版
図
を
築
き
支
え
た
将
軍
た
ち（
附・來
護
兒―

煬
帝
期
の
将
軍
）

　

宇
文
述
・
郭
衍―

煬
帝
立
太
子
の
立
役
者

　

虞
世
基
・
裴
蘊
・
裴
矩―
煬
帝
の
執
政
た
ち

　
　

コ
ラ
ム
⑥　
『
隋
書
』経
籍
志
●
洲
脇
武
志

　

宇
文
化
及
・
司
馬
德
戡
・
裴
虔
通
・
王
充
・
段
達―

逆
臣
た
ち

　

芸
術
伝

　
　

コ
ラ
ム
⑦　

隋
の
術
数・災
異
●
田
中
良
明

　

列
女
伝

資
料（
隋
版
図
図・
官
品
表
・
事
表
・
系
図
）

お
わ
り
に
●
山
口
謠
司

◆
原
文
と
現
代
語
訳
が
対
照
で
き
る
形
。

◆
皇
帝
の
本
紀
全
篇
を
中
心
に
掲
出
し
た

列
伝
の
全
文
を
現
代
語
訳
。

◆『
隋
書
』
や
「
隋
」
と
い
う
時
代
を

理
解
す
る
た
め
の
コ
ラ
ム
、

地
図
や
官
品
表
な
ど
の
資
料
を
収
録
。

本
書
の
特
色

ず
い

し
ょ

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、勉誠出版宛にお申し出ください。
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本体4,200円（+税）
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中国史書入門現代語訳隋書
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仏
教
の
東
漸
と
西
漸           

﹇
目
次
﹈

仏教･東洋史

荒
見
泰
史 ﹇
編
﹈

荒
見
泰
史
（
あ
ら
み・ひ
ろ
し
）

﹇
編
者
紹
介
﹈

　

総
論　

仏
教
の
東
漸
と
西
漸…

荒
見
泰
史

Ⅰ
◉
儀
礼
と
そ
の
こ
と
ば

頌
讃
の
文
学…

荒
見
泰
史

志
慕
玄
奘
、独
步
五
天
│
唐
五
代
宋
初
の
讃
と
玄
奘
、義
浄
の
讃…

楊　

明
璋

清
代
前
期
、媽
祖
信
仰
・
祭
祀
の
日
本
伝
播
と
そ
の
伝
承

　

―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
ア
ジ
ア
進
出
も
視
野
に
入
れ
て…

松
尾
恒
一

Ⅱ
◉
尊
像
の
造
形
と
伝
承

信
仰
に
お
け
る
図
像
と
継
承

　

―
敦
煌
に
見
ら
れ
る
山
と
天
界
の
図
像
を
中
心
と
し
て…

荒
見
泰
史

五
臺
山
騎
獅
文
殊
尊
像
群
の
東
漸
と
西
漸

　

―

五
臺
山
・
比
叡
山
・
敦
煌
の
尊
像
群
か
ら…

白
須
淨
眞

Ⅲ
◉
経
典
と
物
語
、そ
の
伝
播

『
賢
愚
経
』の
伝
播…
髙
井　

龍

『
キ
ツ
ツ
キ
と
獅
子
』説
話
の
伝
播
と
発
展…

梁　

麗
玲

『
仏
母
経
』の
流
行
か
ら
見
る
疑
経
の
受
容…

岸
田
悠
里

明
代
、南
シ
ナ
海
の
海
盗
の
活
動
と
記
憶

　

―

日
本
・
中
国
大
陸
・
東
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
史
跡
を
め
ぐ
っ
て…

松
尾
恒
一

広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
教
授
。広
島
大
学D

istinguished Professor

。専

門
は
中
国
文
学
、
中
国
語
学
、
敦
煌
学
、
仏
教
文
学
。主
な
著
書
に『
仏
教
文
学
研
究
論
集
』（
共

編
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、『
敦
煌
変
文
写
本
的
研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇

年
）、『
敦
煌
講
唱
文
学
写
本
研
究
』（
中
華
書
局
、二
〇
一
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
ア
ジ
ア
遊
学
251
】

言
語・思
想・政
治
に
み
る

宗
教
の
伝
播
と
変
容

仏
教
の
伝
播
は
、従
来
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て

東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
アへ
と
伝
わ
る「
東
漸
」に
着
目
し
て
論
じ

ら
れ
る
こ
と
が
多
かっ
た
。

し
か
し
、東
ア
ジ
ア
の
中
心
で
あ
る
中
国
で
受
容
・
昇
華
さ
れ
た

仏
教
が
中
国
か
ら
外
部
へ
と
向
か
っ
て
い
く
方
向
性
に
も
目
を

向
け
な
け
れ
ば
、伝
播
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
書
で
は
中
国
へ
の「
東
漸
」の
逆
方
向
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め

に
こ
の
外
部
に
向
か
う
方
向
性
を「
西
漸
」と
称
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
や
経
典
、文
学
、図
像
を
取
り
上
げ
、

各
時
代
の
広
い
社
会
層
に
お
け
る
信
仰
・
宗
教
の
伝
播
と
継
承
、

衝
突
と
融
合
の
実
態
を
東
漸
と
西
漸
の
双
方
向
か
ら
考
察
し
、

新
し
い
文
化
史
を
構
築
す
る
。

本
体
二
、八
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
五
六
頁

二
〇
二
〇
年
九
月
刊
行

ISBN
978-4-585--22717-5 C1315

ぶ
っ
き
ょ
う
の
と
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ぜ
ん
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せ
い
ぜ
ん
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税
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Ｂ
５
判
並
製
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二
〇
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フ
ル
カ
ラ
ー
）
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〇
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〇
年
七
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刊
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ISBN
978-4-585-20718-4 C1000
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日本史（近世）・思想史（近世）

近
世
日
本
に
と
っ
て
儒
教
儀
礼
と
は

何
で
あ
っ
た
の
か―

科
挙
の
よ
う
な
儒
教
的
制
度
を
持
た
な
い
一
方
、

仏
教
の
葬
儀
や
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
近
世
日
本
社
会
。

そ
う
し
た
社
会
を
生
き
る
儒
者
た
ち
は
、

殊
に
東
ア
ジ
ア
で
絶
大
な
影
響
力
を
誇
っ
た

『
家
礼
』記
載
の
喪
祭
礼
を
、ど
の
よ
う
に
捉
え
、

そ
し
て
い
か
に
し
て
実
践
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
の
か
。

長
期
間
に
わ
た
っ
て
こ
の
問
題
と
真
摯
に
向
き
合
い
続
け
た
、

山
崎
闇
斎
を
学
祖
と
す
る
闇
斎
学
派
に
着
目
、

思
想
と
社
会
と
が
様
々
に
交
錯
す
る

現
場
に
立
ち
入
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た

近
世
日
本
儒
教
の
新
し
い
一
面
を
照
ら
し
出
す
。

儒
教
儀
礼
と

近
世
日
本
社
会

松
川
雅
信 

﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

松
川
雅
信（
ま
つ
か
わ
・
ま
さ
の
ぶ
）

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
。専
門
は
日
本
思
想
史
、日
本
近
世
史
。

主
要
論
文
に
、「
近
世
儒
者
の
神
代
巻
批
判
と「
神
道
」「
上
古
」―

鈴
木
貞
斎
に
即
し
て
」（
山
下
久
夫
・
斎

藤
英
喜
編『
日
本
書
紀
１
３
０
０
年
史
を
問
う
』思
文
閣
出
版
、二
〇
二
〇
年
）、「
近
世
日
本
の
儒
教
儀
礼
と

儒
者―

「
東
ア
ジ
ア
思
想
史
」の
た
め
の
試
論
的
考
察
」（
桂
島
宣
弘
ほ
か
編『
東
ア
ジ
ア　

遭
遇
す
る
知
と

日
本―

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
思
想
史
の
試
み
』文
理
閣
、二
〇
一九
年
）、「
稲
葉
黙
斎
の
喪
礼
実
践
論―

徂
徠
学
批
判
・
仏
教
認
識
に
注
目
し
て
」〔
第
一
回
日
本
経
済
思
想
史
学
会
賞
受
賞
〕（『
日
本
思
想
史
学
』五

十
号
、二
〇
一八
年
）な
ど
が
あ
る
。

﹇
目
次
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

序
章

第
一
部　

浅
見
絅
斎
と
そ
の
周
辺

　

第
一
章　
「
此
方
ナ
リ
」の『
家
礼
』実
践

　
　
　
　
　―

基
軸
と
し
て
の「
本
」と「
文
」

　

第
二
章　
「
物
ナ
リ
」の
思
考―

「
格
物
」と
喪
礼
実
践

　

第
三
章　
「
心
ノ
理
ナ
リ
」に
よ
る
来
格―

鬼
神
論
と
祭
礼
実
践

第
二
部　

闇
斎
学
派
の
地
域
展
開
と『
家
礼
』実
践

　
　
　
　―

尾
張
と
上
総
を
中
心
に

　

第
四
章　

尾
張
藩
の
学
問
所
と『
家
礼
』

　
　
　
　
　―

蟹
養
斎
に
よ
る
喪
祭
礼
実
践
の
教
導

　

第
五
章　

寺
請
・
寺
檀
体
制
下
の『
家
礼
』実
践

　
　
　
　
　―
中
村
習
斎
と
尾
張
崎
門
派

　

第
六
章　
「
反
徂
徠
」と『
家
礼
』実
践―

稲
葉
黙
斎
と
上
総
道
学

　

終
章

　

あ
と
が
き

　

索
引

A5 判上製カバー装・440 頁
ISBN 978-4-585-21056-6　C3010

2020 年 7月刊行

本体10,000円（＋税）

闇
斎
学
派
の『
家
礼
』実
践

か
　
れ
い

ご送付先ご住所（通信欄）
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東洋史（古代朝鮮）

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
関
係
を
考
え
る
上
で
、

朝
鮮
半
島
に
展
開
し
た
各
国
の
動
向
は
見
過
ご
す
こ
と
の

出
来
な
い
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

た
だ
し
、残
存
史
料
が
断
片
的
で
あ
る
な
ど
困
難
も
多
く
、

そ
の
研
究
構
築
は
容
易
で
は
な
い
。

本
書
は
、日
本
と
も
関
連
の
深
い
、朝
鮮
半
島
の
古
代
史
で

主
導
的
役
割
を
担
っ
た
新
羅
に
つ
い
て
、

と
く
に
飛
躍
的
な
発
展
を
見
せ
た

新
羅
中
古
期（
五
一
四
〜
六
五
四
年
）を
中
心
に
考
究
。

近
年
、陸
続
と
発
見
さ
れ
た
各
種
の
新
羅
碑
文
を

諸
史
料
と
と
も
に
精
緻
に
読
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、

当
時
の
激
動
す
る
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
お
け
る
、

新
羅
の
史
的
実
態
と
そ
の
展
開
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

金
石
文
・
文
献
史
料
双
方
に
精
通
し
、

朝
鮮
古
代
史
の
先
達
と
し
て
活
躍
す
る
泰
斗
に
よ
る
待
望
の
一
書
。

新
羅
中
古
期
の

史
的
研
究
武
田
幸
男 

﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…

武
田
幸
男（
た
け
だ
・ゆ
き
お
）

東
京
大
学
名
誉
教
授
。専
門
は
朝
鮮
前
近
代
史
。

著
書
に『
高
麗
史
日
本
伝
』上
・
下（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
五
年
）、『
広
開
土
王
碑
と
の
対
話
』（
白
帝

社
、二
〇
〇
〇
七
年
）、『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
九
年
）な
ど
が
あ
る
。

﹇
目
次
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

序
言

第
一
編
　
新
羅
官
位
制
の
研
究

　
第
一
章
　
新
羅
・
法
興
王
代
の
律
令
と
衣
冠
制

　
第
二
章
　
金
石
文
資
料
か
ら
み
た
新
羅
官
位
制

　
第
三
章
　
新
羅
官
位
制
の
成
立

　
第
四
章
　
新
羅
官
位
制
の
成
立
に
関
す
る
覚
書

第
二
編
　
新
羅「
教
事
碑
」の
研
究

　
第
一
章
　
浦
項
・
中
城
里
碑
の
研
究

　
第
二
章
　
迎
日
・
冷
水
里
碑
の
立
碑
年
次
と「
王
教
」主
体

　
第
三
章
　
蔚
珍
・
鳳
坪
碑
の「
教
事
」主
体
と
刑
罰「
執
行
」

　
第
四
章
　
真
興
王
代
に
お
け
る
新
羅
の
赤
城
経
営

　
第
五
章
　
丹
陽
・
赤
城
碑
の「
教
事
」主
体
と「
教
事
」内
容

第
三
編
　
蔚
州
書
石
の
研
究

　
第
一
章
　
顔
の
な
い
人
物
像
の
彼
方

　
　
　
　
　

─

古
代
の
環
日
本
海
路
に
連
な
っ
て

　
第
二
章
　「
乙
巳
年
原
銘
」と「
己
未
年
追
銘
」の
研
究

　
　
　
　
　

─

蔚
州
書
石
谷
に
お
け
る
新
羅
・
葛
文
王
一
族

　
第
三
章
　
蔚
州
書
石「
癸
巳
六
月
廿
二
日
銘
」の
研
究

　
　
　
　
　

─

新
羅
・
沙
喙
部
集
団
の
書
石
谷
行

第
四
編
　
新
羅
支
配
体
制
の
研
究

　
第
一
章
　
新
羅
六
部
と
そ
の
展
開

　
第
二
章
　
新
羅
の
法
幢
軍
団
と
そ
の
展
開

　
第
三
章
　
新
羅
の
二
人
派
遣
官
と
外
司
正

　
　
　
　
　

─

新
羅
地
方
検
察
官
の
系
譜

　
第
四
章
　
私
の
新
羅
史
探
求
の
旅

　
　
　
　
　

─

新
羅
の
国
号
・
王
号
・
王
権
と
タ
ロ
の
系
譜

　
あ
と
が
き

　
索
引

A5 判上製カバー装・568 頁
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本体12,000円（＋税）

し
ら
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東洋史（中国）

古
地
図
と
絵
図
を
片
手
に

現
代
に
い
き
づ
く
宋
代
都
市
へ
わ
け
い
る―

　

宋
代
は
中
国
の
経
済
・
文
化
が
大
き
く
発
展
し
た
時
代
。

　

そ
の
結
果
、都
市
の
構
造
や
人
々
の
生
活
も
変
化
し
た
。

　

遺
さ
れ
た「
宋
平
江
図
」、「
清
明
上
河
図
」、

　
「
乾
隆
京
城
全
図
」な
ど
の
史
料
を
丹
念
に
読
み
込
み
、

　

唐
と
宋
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
画
期
を
描
き
出
す
。

宋
代
中
国
都
市
の

形
態
と
構
造
伊
原
　
弘 

﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…

伊
原
　
弘（
い
は
ら
・ひ
ろ
し
）

城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部
講
師
。

中
国
都
市
史
、社
会
史
を
中
心
に
旺
盛
な
研
究
・
執
筆
活
動
を
展
開
。

﹇
目
次
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

は
じ
め
に

総
論　

中
国
中
世
の
都
市
景
観
│
宋
代
江
南
都
市
の
実
像
を
求
め
て

第
Ⅰ
部　

都
市
地
図
の
解
析
と
構
造

　

第
一
章　

唐
宋
時
代
の
浙
西
に
お
け
る
都
市
の
変
遷

　
　
　
　
　

─﹃
宋
平
江
図
﹄解
読
作
業

　

第
二
章　

江
南
に
お
け
る
都
市
形
態
の
変
遷

　
　
　
　
　

─

宋
平
江
図
解
析
作
業

　

第
三
章　

宋
・
元
代
の
南
京
城

─

宋
代
建
康
府
復
元
作
業

　

第
四
章　
『
加
摹
乾
隆
京
城
全
図
』を
論
ず

　
　
　
　
　

─﹁
法
源
寺
﹂界
隈
を
手
が
か
り
に

第
Ⅱ
部　

清
明
上
河
上
の
風
景
界

　

第
五
章　

張
択
端『
清
明
上
河
図
』と
宋
都
開
封
の
風
景

　

第
六
章　
『
清
明
上
河
図
』と
北
宋
末
期
の
社
会

　

第
七
章　

描
か
れ
た
北
宋
末
期
華
北
の
聚
落
の
景
観

　
　
　
　
　

─

か
さ
ね
て﹃
清
明
上
河
図
﹄を
よ
む

第
Ⅲ
部　

宋
代
都
市
社
会
の
景
観

　

第
八
章　

泉
州
の
異
邦
人
と
外
来
宗
教

　

第
九
章　

都
市
臨
安
に
お
け
る
信
仰
を
支
え
た
庶
民
の
経
済
力

　
　
　
　
　

─

石
刻
史
料
の
解
析
を
事
例
に

　

第
一
〇
章　

宋
代
台
州
臨
海
県
に
お
け
る
庶
民
の
経
済
力
と
社
会

　
　
　
　
　

─

寺
観
へ
の
寄
付
金
一
覧
表
か
ら

　

第
一
一
章　

河
畔
の
民

─

北
宋
末
の
黄
河
周
辺
を
事
例
に

　

後
記

　

初
出
一
覧

　

索
引

A5 判上製カバー装・360 頁
ISBN 978-4-585-22069-5　C3022

2020 年 6月刊行

本体4,500円（＋税）

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体4,500円（+税）
A5判上製カバー装・360頁

ISBN978-4-585-22069-5 C3022
　2020 年 6月刊行

宋代中国都市の形態と構造
伊原 弘 ［著］



日本史（古代）・東洋史

東
ア
ジ
ア
の
構
造
は
い
か
に
形
成
さ
れ
、

展
開
し
た
の
か―

　
文
献
資
料
、最
新
の
考
古
学
的
成
果
を
博
捜
し
、

　
地
政
学
的
そ
し
て
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
文
化
の
交
流
の
視
点
よ
り

　
一
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
お
よ
ぶ

　
日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
展
開
を

　
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　
長
年
に
わ
た
り
東
ア
ジ
ア
古
代
史
研
究
を
牽
引
す
る

　
碩
学
に
よ
る
最
新
論
集
。

古
代
の
日
本
と

東
ア
ジ
ア

鈴
木
靖
民 
﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

鈴
木
靖
民（
す
ず
き
・や
す
た
み
）

横
浜
市
歴
史
博
物
館
館
長
、國
學
院
大
學
名
誉
教
授
、淑
徳
大
学
人
文
学
部
客
員
教
授
。

文
学
博
士
。専
門
は
日
本
古
代
史
・
東
ア
ジ
ア
古
代
史
。

主
著
に『
比
較
史
学
へ
の
旅―

ガ
リ
ア
・ロ
ー
マ
か
ら
古
代
日
本
へ
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
二
年
）、『
梁

職
貢
図
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
』（
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、『
日
本
古
代
の
周
縁
史
』（
岩

波
書
店
、二
〇
一
四
年
）、『
相
模
の
古
代
史
』（
高
志
書
院
、二
〇
一
四
年
）、『
古
代
日
本
の
東
ア
ジ
ア

交
流
史
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
年
）、『
日
本
古
代
交
流
史
入
門
』（
共
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
七

年
）な
ど
が
あ
る
。

﹇
目
次
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

は
じ
め
に

Ⅰ
　
王
権
の
始
原
・
交
易
の
力

　
1
　
加
耶
史
の
展
開
と
倭

　
2
　
加
耶
の
形
成
と
対
外
交
流 

─

一
～
三
世
紀

　
3
　
倭
国
の
形
成
と
加
耶 

─

四
～
五
世
紀

　
4
　
加
耶
文
化
の
北
方
的
要
素

　
5
　
弥
生
後
期
、根
塚
遺
跡
と
東
ア
ジ
ア

Ⅱ
　
中
心
化
す
る
周
辺
・
あ
ら
が
う
周
辺

　
1
　
広
開
土
王
碑
に
み
え
る「
倭
」

　
2
　
五
世
紀
、高
句
麗
の
王
陵
・
祭
祀
・
王
統
譜

　
　
　
　
　

─

集
安
高
句
麗
碑
小
考

　
3
　
五
世
紀
の
倭
国
と
東
ア
ジ
ア

　
4
　
反
正
天
皇（
珍
）の
人
物
像 

─

記
紀
︑宋
書
を
通
し
て

Ⅲ
　
外
交
の
形
・
移
動
す
る
文
化

　
1
　
新
羅
の
倭
典
と
上
表

　
2
　
半
跏
思
惟
仏
像
を
め
ぐ
る
倭
と
百
済
・
新
羅 

─

七
世
紀

　
3
　
古
代
日
本
の
文
化
形
成
に
寄
与
し
た
朝
鮮
の
人
び
と

　
　
　
　
　

─

七
世
紀
を
中
心
と
し
て

　
4
　
古
代
日
本
列
島
の
遠
距
離
交
流
と
文
化
伝
播

Ⅳ
　
交
流
す
る
国
家
・
媒
介
す
る
中
国

　
1
　
日
本
古
代
国
家
の
な
り
た
ち
と
東
ア
ジ
ア
の
交
流

　
2
　『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』に
み
え
る
女
性
像

　
　
　
　
　

─

古
代
国
家
と
周
縁

　
3
　
渤
海
国
の
首
領
と
交
易

　
　
　
　
　

─

史
的
特
質
を
め
ぐ
っ
て

　
4
　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
と
古
代
日
本

　
お
わ
り
に

　
索
引

A5 判上製カバー装・472 頁
ISBN 978-4-585-22279-8　C3020

2020 年 7月刊行

本体10,000円（＋税）

人
と
モ
ノ
の
交
流
史

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体10,000円（+税）
A5判上製カバー装・472頁

ISBN978-4-585-22279-8 C3020
　2020 年 7月刊行

古代の日本と東アジア
鈴木靖民 ［著］
人とモノの交流史



日本史・東洋史

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
構
築
の
た
め
に―

―

い
ま
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に

歴
史
の
一
場
面
を
伝
え
て
く
れ
る
史
料
、古
文
書
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
の
み
な
ら
ず
、

文
字
の
配
置
や
大
き
さ
、料
紙
の
選
択
、印
の
位
置
な
ど
、

「
モ
ノ
」と
し
て
残
る
そ
の
形
も
ま
た
、

古
文
書
の
持
つ
様
々
な
意
味
と
機
能
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。

古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
日
本
の
古
文
書
の
様
式
と
機
能
の
変
遷
を

通
史
的
・
総
合
的
に
論
じ
、

ま
た
、文
書
体
系
を
共
有
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
古
文
書
と
比
較
。

日
本
の
古
文
書
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
、

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
構
築
の
た
め
の
基
盤
を
提
供
す
る
画
期
的
成
果
。

古
文
書
の
様
式
と

国
際
比
較

小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲﹇
編
﹈　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館﹇
監
修
﹈

﹇
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…

小
島
道
裕（
こ
じ
ま
・み
ち
ひ
ろ
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授

専
門
は
日
本
中
近
世
史
。

田
中
大
喜（
た
な
か
・ひ
ろ
き
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授

専
門
は
日
本
中
世
史
。

荒
木
和
憲（
あ
ら
き
・
か
ず
の
り
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
准
教
授

専
門
は
日
本
中
世
史
・
東
ア
ジ
ア
交
流
史
。

﹇
目
次
﹈……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

《
カ
ラ
ー
口
絵
》
図
解
で
わ
か
る
文
書
様
式

は
じ
め
に…

…
…

小
島
道
裕

第
1
部
　
日
本
の
文
書
様
式
と
そ
の
変
遷

　
1
　
古
代
の
文
書
と
中
世
へ
の
展
開

　
　
　
古
代
日
本
に
お
け
る「
文
書
」の
誕
生…

…
…

小
倉
慈
司

　
　
　「
詔
勅
」に
お
け
る
口
頭
伝
達
の
役
割…

…
…

仁
藤
敦
史

　
　
　
中
世
日
本
に
お
け
る
書
状
の
広
が
り

 
―

古
代
書
状
論
・「
公
文
書
化
」論
を
中
心
に
し
て…

…
…

佐
藤
雄
基

　
2
　
中
世
文
書
の
諸
相

　
　
　
将
軍
の
文
書
と
武
士
団
の
文
書…

…
…

田
中
大
喜

　
　
　
寺
院
文
書
の
特
性

 
―

衆
議
文
書
の
形
成
と
そ
の
背
景…

…
…

横
内
裕
人

　
3
　
戦
国
大
名
の
文
書
と
近
世
へ
の
展
望

　
　
　
戦
国
大
名
の
文
書
と
天
下
人
の
文
書…

…
…

金
子　

拓

　
　
　
戦
国
大
名
の
印
判
状
に
つ
い
て

 
―

北
条
氏
の「
虎
の
印
判
」は
東
ア
ジ
ア
標
準
か…

…
…

小
島
道
裕

第
2
部
　
東
ア
ジ
ア
の
古
文
書
と
日
本
の
古
文
書

　
1
　
韓
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
朝
鮮
王
朝
の
国
王
文
書…

…
…

川
西
裕
也

　
　
　
日
本
と
韓
国
の
署
名
・
花
押
比
較…

…
…

朴　

竣
鎬（
稲
田
奈
津
子
訳
）

　
　
　
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
私
人
間
の
契
約
文
書

 
―

様
式
と
特
徴
を
中
心
に…

…
…

文　

叔
子（
稲
田
奈
津
子
訳
）

　
　
　
東
ア
ジ
ア
古
文
書
の
中
の
画
指…

…
…

三
上
喜
孝

　
2
　
中
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
中
国
古
文
書
学
概
論

 
―

公
文
書
の
様
式
研
究
を
例
に…

…
…

黃　

正
建（
江
川
式
部
訳
）

　
　
　
明
清
時
代
の「
信
牌
」……

…

阿　

風（
黄
　
素
英
訳
）

　
　
　
日
本
古
代
に
お
け
る
中
国
文
書
様
式
の
受
容
と
変
容…

…
…

丸
山
裕
美
子

　
3
　
東
ア
ジ
ア
の
文
書
と
外
交
の
文
書

　
　
　
中
世
日
本
の
往
復
外
交
文
書

 
―

十
五
〜
十
六
世
紀
の
現
存
例
を
中
心
と
し
て…

…
…

荒
木
和
憲

　
　
　
安
南
日
越
外
交
文
書
の
様
式
と
伝
来…

…
…

藤
田
励
夫

　
　
　
イ
ル
ハ
ン
朝（
モ
ン
ゴ
ル
支
配
期
イ
ラ
ン
）の
公
文
書…

…
…

四
日
市
康
博

総
括
　
文
書
実
践
と
し
て
の
中
世
文
書
史…

…
…

高
橋
一
樹

　
あ
と
が
き…

…
…

小
島
道
裕 

　
執
筆
者
・
翻
訳
者
一
覧

A5 判上製カバー装
カラー口絵 16 頁 +本文 416 頁
ISBN 978-4-585-22272-9　C3020

2020 年 3月刊行

本体7,800円（＋税）

二
〇
一
八
年
秋
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
て
開
催
さ
れ
、S
N
S
等
で
も
大
き

な
話
題
と
な
っ
た
企
画
展
示「
日
本
の
中
世
文
書―

機
能
と
形
と
国
際
比
較
」。

そ
の
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
一
書
に
ま
と
め
た
貴
重
な
一
冊
。

歴
史
フ
ァ
ン
・
古
文
書
フ
ァ
ン
待
望
の
一
冊
。

掲載図版120点超！　
カラー口絵では、
古文書の様式を
分かりやすく図解。

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部
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中国古典（唐詩）・漢詩

杜
甫
研
究
年
報 

第
三
号

日
本
杜
甫
学
会
　
編

「
詩
聖
」杜
甫
。

目   

次

そ
の
詩
は
、そ
れ
以
前
の
詩
の
総
括
で
あ
る
と
と
も
に
、以
後
の
中
国
詩
の
出
発
点
で
も
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、五
山
の
僧
の
崇
敬
、芭
蕉
の
傾
倒
が
あ
り
、

明
治
以
後
も
、中
江
兆
民
・
島
崎
藤
村
・
正
岡
子
規
を
始
め
、知
識
人
・
国
民
の
間
で
、

そ
の
親
愛
の
念
は
一
貫
し
て
揺
る
が
な
い
も
の
だ
っ
た
。

漢
文
教
育
に
お
い
て
も
、杜
甫
の
詩
は
教
材
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。

世
界
に
お
け
る
杜
甫
へ
の
関
心
を
見
つ
め
つ
つ
、変
転
す
る
時
の
中
で
無
窮
の
未
来
に
向
か
っ
て

杜
甫
研
究
を
発
展
さ
せ
続
け
る
一
冊
。 

す
う 

け
い

論
文
●
杜
甫
の
涙
◎
下
定
雅
弘

論
文
●
杜
甫
の
七
言
古
詩
に
お
け
る
双
声
畳
韻
の
配
列
に
つ
い
て―

鮑
照
「
擬
行
路
難
十
八
首
」
と
比
較
し
つ
つ
◎
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本体22,000円（＋税）
A4判上製カバー装
238頁（うちカラー120頁）
2020年4月刊行
ISBN978-4-585-22262-0 C3022

マカオ返還20周年。
失われたマカオの極彩色の姿がフルカラーでよみがえる！
ポルトガルの植民地、東西貿易の継承地、キリスト教布教の拠点として栄え、
いまや教会や歴史遺産、カジノやモータースポーツで世界的観光地となったマカオ。
アヘン戦争などによって世界史がおおきく揺れた18～19世紀のマカオを描く版画・水彩画・写真な
どから当時のマカオの光と影を読み解くとともに、その未来像を探る。

貴志俊彦（きし・としひこ）
京都大学東南アジア地域研究研究所・教授。専門は20世紀の
東アジア史。編著書に『古写真・絵葉書で旅する東アジア150年』
（共編著、勉誠出版、2018年）、『京都大学人文科学研究所所蔵
華北交通写真資料集成』全2巻（共編著、国書刊行会、2016
年）、『満洲国のビジュアル・メディア―ポスター・絵はがき・切手』
（吉川弘文館、2010年）など多数。

朱 益宜（Cindy Yik-yi Chu）　香港浸会大学歴史系・教授。
黃 淑薇（Suk Mei Irene Wong）　
香港浸会大学図書館・高級助理館長。

巻頭言　
地図
◆Part1:図版
資料解題…◉黄淑薇
I.海と都市／II.人びとの生活／III.外国人の表象／IV.宗教／V.香港／VI.広東

◆Part2:解説
第1章　ダーウェント・コレクションと私…◉ブライアン・カスバートソン
第2章　マカオの歴史と重要性
　　　　―香港および中国との関係という視点から…◉朱益宜
第3章　近代の日本とマカオ、そしてポルトガル
　　　　―香港および中国との関係という視点から…◉岡美穂子
第4章　19世紀のマカエンセの暮らし…◉グラッサ・パシェコ・ジョルジェ
第5章　アジアにおけるキリスト教とマカオ…◉朱益宜
結語　絵画から写真へ
　　　　―ダーウェント・コレクションの意義とマカオ・イメージの変容…◉貴志俊彦　
………………………
◎マカオ史年表（18‐19世紀）…◉貴志俊彦、岡美穂子、朱益宜　
◎ブックガイド…◉貴志俊彦、岡美穂子、朱益宜
◎作品リスト…◉黄淑薇・貴志俊彦

東洋史・美術史

描かれたマカオ

編著者プロフィール
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ダーウェント・コレクションにみる東西交流の歴史ダーウェント・コレクションにみる東西交流の歴史

図版150点以上！！
全編、日英併記
図版150点以上！！
全編、日英併記

ご送付先ご住所（通信欄）
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描かれたマカオ
ダーウェント・コレクションにみる東西交流の歴史

貴志俊彦・朱益宜・黄淑薇［編著］



現代社会（中国）・宗教（キリスト教）
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勉誠出版 上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください FAX◉03-5215-9025

中国文学・中国史・日本語学・漢文・美術

本体 35,000円（+税）
A3判変形上製・函入特装本・108頁

2019年12月刊行
ISBN978-4-585-28046-0 C3080

京都国立博物館［原本所蔵・編］
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東洋史・出版史・書誌学・科学・医学・農学

陳 捷 ［編］
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医学・科学・博物
東アジア古典籍の世界

東アジアの知の遺産、古典籍。
なかでも医学・本草学・農学・科学に関する書物は、
人びとの社会・生活に密着するものとして
広く流通・展開し、大きな一群をなしている。
これまで総合的に論じられることのなかった
東アジアにおける情報伝達と文化交流の世界を、
地域・文理の枠を越えて考究する画期的論集。

1963年生まれ。東京大学大学院人文社会系研究科教授。
専門は中国古典文献学・書物交流史。
主著に『明治前期日中学術交流の研究―清国駐日公使館の文化活動』（汲古
書院、2003年）、『人物往来与書籍流転』（中華書局、2012年）、『日韓の書誌
学と古典籍』（共編、アジア遊学184、勉誠出版、2015年）などがある。

編者略歴

目次

陳 捷（ちん・しょう）

知の沃野をひらく

まえがき
第一部 医学
  日中韓越の医書流通と医学体系の形成◉真柳 誠
  『福田方』『悲田方』の構成と復元の可能性◉浦山きか
  日本における中国舌診書『敖氏傷寒金鏡録』の受容◉梁嵘（黄昱･訳）
  東アジア伝統医学の真髄
  　―朝鮮許浚の『東医宝鑑』 ◉朴現圭（黄昱･訳）
  国立公文書館所蔵の朝鮮通信使の医学筆談◉梁永宣・李敏（小野泰教･訳）
  崔漢綺が読んだ西洋医学書
  　―Hobson（合信）の医書と崔漢綺の『身機践験』◉金哲央
  清末の漢文西洋薬学書におけるアヘンの記述について◉小野泰教

第二部 科学
  『新製霊台儀象志』の受容◉吉田 忠
  テキストの鏡影
　  ―抜粋本と清初の暦算学◉祝平一（高津 孝･訳）
  ��世紀朝鮮の実学者洪大容の『劉鮑問答』
　  ―西洋科学知識受容の一断面◉任正爀
  葛飾北斎『唐土名所之絵』と中国地図の受容◉大澤顯浩

第三部 博物
  経学註釈と博物学の間
  　―江戸時代の『詩経』名物学について◉陳捷
  近世中国知識人の博物学の再構築
  　―方以智『通雅』と『物理小識』を中心に◉廖肇亨（千賀由佳･訳）
  交錯する視線―南西諸島の博物学◉高津 孝
  青蒿と黄花蒿の名物学的研究
 　―ラテン名比定の問題を中心に◉久保輝幸

第四部 人と書物
  平賀源内伝の再検討
 　―『平賀実記』を中心に◉福田安典
  洋学者・柴田収蔵と江戸の本屋◉平野 恵
  近世後期における地方知識層の書物交流
 　―伊藤忠岱の書写活動を中心として◉清水信子
  医籍専売書肆英蘭堂島村利助について◉鈴木俊幸
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医学・科学・博物
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荒
れ
野
の
六
十
年

かつ
て
こ
の
理
想
が
追
い
求
め
ら
れ
た
時
代
が
あった
。

し
か
し
、な
ぜ
共
有
し
た
い
の
だ
ろ
う
。

や
り
過
ご
し
あ
う
だ
け
で
は

ど
う
し
て
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
欲
求
は
、

日
清
戦
争
の
開
戦
か
ら
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
ま
で
の

「
荒
れ
野
の
六
十
年
」が
残
し
た
近
代
の
爪
痕
に

す
ぎ
な
かった
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
地
域
が
抱
え
る
絶
望
的
な
摩
擦
の
根
源
へ
、

古
典
と
最
新
の
研
究
の
双
方
を
対
照
し
て

迫
った
先
に
見
え
て
く
る
、

あ
た
ら
し
い
共
存
の
地
平
と
は―

。
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歴
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不毛な論争に終止符を打つ、気鋭の歴史学者による最後の論文集！與

那
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潤
（
よ
な
は・じ
ゅ
ん
）

一
九
七
九
年
生
ま
れ
。東
京
大
学
教
養
学
部
卒
業
。同
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、博
士（
学
術
）。

専
門
は
日
本
近
現
代
史
。二
〇
〇
七
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
地
方
公
立
大
学
准
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
り
、重
度
の
う
つ
に
よ
る
休
職
を
へ
て
二
〇
一
七
年
離
職
。

業
績
に『
翻
訳
の
政
治
学
』（
岩
波
書
店
）、『
帝
国
の
残
影
』（
N
T
T
出
版
）。在
職
時
の
講
義
録
に『
中
国
化
す
る
日
本
』（
文
春
文
庫
）、『
日
本
人
は
な
ぜ
存
在
す

る
か
』（
集
英
社
文
庫
）。共
著
多
数
。二
〇
一
八
年
に
病
気
の
体
験
を
踏
ま
え
て
現
代
の
反
知
性
主
義
に
新
た
な
光
を
あ
て
た『
知
性
は
死
な
な
い
』（
文
藝
春
秋
）を

発
表
し
、執
筆
活
動
を
再
開
。本
書
の
姉
妹
編
と
し
て
、学
者
時
代
の
時
評
と
対
談
を
中
心
に
集
め
た『
歴
史
が
お
わ
る
ま
え
に
』（
亜
紀
書
房
）が
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
で
共
有
で
き
る
歴
史
を―
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人
び
と
が
語
り
、紡
い
で
き
た
歴
史
、

そ
し
て
、人
び
と
が
歴
史
と
と
も
に
、

歴
史
を
糧
に
生
き
て
い
く
と
い
う
行
為
に
目
を
向
け
、

学
問
と
社
会
の
対
話
を
目
指
す「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」は
、

い
ま
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
学
問
分
野
で
あ
る
。

歴
史
学
や
社
会
学
、文
化
人
類
学
の
み
な
ら
ず
、

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
や
映
画
製
作
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
実
践
の
現
場
よ
り
、歴
史
を
考
え
、

歴
史
を
生
き
る
営
み
を
紹
介
。

人
間
と
歴
史
と
の
関
わ
り
を
考
え
、

日
常
に
活
か
し
て
い
く
た
め
の

知
識
と
方
法
を
伝
え
る
貴
重
な
一
冊
。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
考
え
る
た
め
の

日
本
初
の
概
説
書
！

「
歴
史
」は
、誰
の
も
の
か―

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

入
門
　
開
か
れ
た
歴
史
学
へ
の
挑
戦

【
執
筆
者
一
覧
】

菅
豊
◉
北
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勝
貴
◉
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◉
俵
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◉
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◉
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介
◉
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◉
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◉
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原
伸
治
◉
飯
田
高
誉
◉
青
原
さ
と
し

今
井
友
樹

菅
　
豊（
す
が・
ゆ
た
か
）　
一
九
六
三
年
生
ま
れ
。東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
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学
際
情
報
学
府
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洋
文
化
研
究
所
教
授
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門
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書
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〇
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史
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文
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〇
九
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〇
一
三
年
）な
ど
が
あ
る
。
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菅　

  
豊
◉
序
文　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー―

現
代
社
会
に
お
い
て
歴
史
学
が
向
か
う
ひ
と
つ
の
方
向
性

Ⅰ　

理
論　

Theories

　

菅　

  

豊
◉
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
は
な
に
か
？

　

北
條
勝
貴
◉〈
あ
り
の
ま
ま
の
事
実
〉を
支
え
る
も
の―

近
代
日
本
に
お
け
る
歴
史
実
践
の
多
様
性

　

中
澤
克
昭
◉
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
パ
ス
ト
と
日
本
史―

中
世
歴
史
実
践
史
ノ
ー
ト

Ⅱ　

実
践　

Practices

《
歴
史
家
と
は
誰
か
？
　W

ho is the H
istorian?

》

　

俵
木　

悟
◉
歴
史
と
芸―

神
楽
の
過
去
を
発
掘
す
る
／
演
じ
る
と
い
う
歴
史
実
践

　

西
村　

明
◉
い
ま
に
生
き
る
、い
ま
に
生
か
す
歴
史
的
空
間
に
お
け
る
歴
史
実
践

　
　
　
　

―

「
Ｏ
タ
ー
ン
郷
土
誌
家
」を
目
指
し
て

　

市
川
秀
之
◉
滋
賀
県
下
の
字
誌
に
み
る
歴
史
実
践　

　

及
川
祥
平
◉〈
コ
ラ
ム
〉「
武
田
家
属
将
美
名
録
」は
な
ぜ
配
ら
れ
た
の
か―

あ
る
末
裔
の
歴
史
実
践

《
協
働
　C

ollaboration

》

　

宮
内
泰
介
◉「
八
重
子
の
日
記
」を
め
ぐ
る
歴
史
実
践

　

加
藤
幸
治
◉
更
地
と
工
事
現
場
か
ら
の
文
化
創
造
と
歴
史
実
践

　
　
　
　

―

津
波
被
災
地
に
お
け
る
復
興
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

加
藤
圭
木
◉
朝
鮮
・
日
本
の
歴
史
認
識
と
市
民
的
協
働

　
　
　
　

―

「
韓
国
併
合
」一
〇
〇
年
を
め
ぐ
る
日
韓
の
運
動
か
ら

　

金
子
祥
之
◉〈
コ
ラ
ム
〉「
歴
史
」を
回
す―

オ
ビ
シ
ャ
行
事
と
オ
ニ
ッ
キ
を
め
ぐ
る
歴
史
実
践

《
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
　O

ral H
istory and W

riting H
istory

》

　

石
井　

弓
◉
戦
争
記
憶
を
め
ぐ
る
再
帰
的
な
歴
史
実
践

　
　
　
　

―

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る
他
者
理
解
と
自
己
理
解

　

金
菱　

清
◉
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
敗
北
宣
言―

想
像
の
死
者
へ
向
け
た
手
紙

　

川
田
牧
人
◉〈
コ
ラ
ム
〉「
歴
史
」す
る
聖
地
創
出

❖
も
く
じ

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
入
門

開
か
れ
た
歴
史
学
へ
の
挑
戦

《
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ M

useum
s and Archives

》

　

西
村
慎
太
郎
◉
歴
史
資
料
の
保
全
と
地
域
貢
献

　

小
山　

亮
◉
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

　
　
　
　
　
　
「
東
方
社
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」を
め
ぐ
る
活
動―

共
同
研
究
の
進
展
と
成
果
の
公
開

　

村
上
忠
喜
◉〈
コ
ラ
ム
〉民
俗
文
化
財
に
対
す
る
内
部
者
の
目
線
と
外
部
者
の
目
線

《
デ
ジ
タ
ル
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー D

igital Public H
istory

》

　

後
藤　

真
◉
歴
史
の
デ
ー
タ
は
誰
の
も
の
か―

D
igital H

istory

が
も
た
ら
す
未
来
と
は

　

渡
邉
英
徳
◉「
記
憶
の
解
凍
」

　
　
　
　

―

資
料
の
〝
フ
ロ
ー
〞
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
創
発
に
よ
る
記
憶
の
継
承

　

塚
原
伸
治
◉〈
コ
ラ
ム
〉歴
史
を
刻
む
音
楽―

あ
る
祭
り
囃
子
の「
成
長
」

《
ア
ー
ト
と
歴
史
映
写 Art and H

istoriophoty

》

　

飯
田
高
誉
◉
歴
史
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
・
ア
ー
ト
の
連
環

　
　
　
　

―

青
森EA

RT
H

〈2012 

超
群
島
〉／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈2013 

す
ば
ら
し
い
新
世
界―

再
魔
術
化
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
〉

　

青
原
さ
と
し
◉
映
像
と
い
う
歴
史
叙
述

　

今
井
友
樹
◉〈
コ
ラ
ム
〉映
像
で
文
化
を
切
り
取
る
歴
史
実
践
の
可
能
性
と
課
題

　
　
　
　
　
　

―

姫
田
忠
義
の
映
像
製
作

　

北
條
勝
貴
◉
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
へ
の
道
程―

あ
と
が
き
に
か
え
て





管
理
の
歴
史

そ
れ
ま
で
の
時
代
に
比
べ
て
内
容
的
に
多
様
に
、

量
的
に
膨
大
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

近
世
・
近
現
代
の
文
書
・
歴
史
資
料
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
、管
理
さ
れ
て
き
た
の
か
。

現
在
は
ど
の
よ
う
に
利
用
・
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

近
世
は
幕
府
や
藩
、村
方
、商
家
等
を
対
象
に
、

明
治
以
降
の
近
現
代
は
公
文
書
、自
治
体
史
料
な
ど
の
歴
史
資
料
、

そ
し
て
、修
復
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
の

現
代
的
課
題
に
焦
点
を
当
て
て
、

文
書
の
保
存
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
態
と
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

歴
史
研
究
者
、ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、行
政
担
当
者
な
ど
、

文
書
を
扱
う
す
べ
て
の
人
、必
読
の
一
冊
。 

【
目
次
】

佐
藤
孝
之（
さ
と
う
・
た
か
ゆ
き
）

東
京
大
学
名
誉
教
授
。専
門
は
近
世
の
幕
領
支
配
お
よ
び
村
落
の
研
究
、近
世
史
料
論
。主

な
著
書
に『
近
世
駆
込
寺
と
紛
争
解
決
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
九
年
）な
ど
。

三
村
昌
司（
み
む
ら
・
し
ょ
う
じ
）

防
衛
大
学
校
准
教
授
。専
門
は
日
本
近
代
史
、地
域
歴
史
資
料
学
。主
な
論
文
に
、「
と
ら
え

な
お
さ
れ
る
地
域
歴
史
資
料―

歴
史
資
料
保
全
活
動
と
地
域
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
料
」

（
奥
村
弘
編『
歴
史
文
化
を
大
災
害
か
ら
守
る―

地
域
歴
史
資
料
学
の
構
築
』東
京
大
学

出
版
会
、二
〇
一
四
年
一
月
） 

な
ど
。

【
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

序
言
・・・
佐
藤
孝
之
・
三
村
昌
司

近
世
編

◉
総
論
　
近
世
文
書
の
保
存
・
管
理
史
研
究
と
近
世
編
の
概
要…

佐
藤
孝
之
　
　

江
戸
幕
府
右
筆
所
日
記
に
つ
い
て…

小
宮
木
代
良
　

秋
田
藩
の
藩
庁
伝
来
文
書
と
文
書
管
理
制
度
の
展
開…

鈴
木　

満

大
名
家
文
書
の
構
造
と
伝
来
過
程

　
　―

高
松
松
平
家
文
書
を
中
心
と
し
て…

胡　

光

近
世
村
方
文
書
の
保
存
と
管
理…

西
村
慎
太
郎
　

丹
波
国
山
国
郷
に
お
け
る
文
書
保
存
・
管
理
・
利
用…

柳
澤　

誠

近
世
住
友
家
文
書
の
伝
来
と
保
存
・
管
理…

末
岡
照
啓

近
現
代
編

◉
総
論
　
近
現
代
文
書
の
保
存
・
管
理
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
と

　
　
近
現
代
編
の
概
要…

三
村
昌
司
　

公
文
書
の
保
存
・
管
理
の
歴
史…

松
岡
資
明
　

明
治
政
府
の
正
史
編
纂
と
史
料
収
集…

松
沢
裕
作
　

地
域
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
料
は
な
ぜ
大
切
か…

三
村
昌
司
　

地
域
の
な
か
の
文
書
館―

兵
庫
県
尼
崎
市
の
場
合…

松
岡
弘
之
　

【
コ
ラ
ム
】
公
害
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
そ
の
活
用…

林　

美
帆

自
治
体
史
の
場
合―

小
平
市
史
の
経
験
を
中
心
に
し
て…

大
門
正
克
　

大
規
模
自
然
災
害
と
資
料
保
存

　
　―

「
資
料
ネ
ッ
ト
」活
動
を
中
心
に…

川
内
淳
史

「
多
仁
式
す
き
は
め
」に
つ
い
て…

多
仁
照
廣
　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
見
る
文
書…

後
藤　

真
　

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
本
の
価
値
を
見
い
だ
す
古
書
店…

酒
井
健
彦

あ
と
が
き･･･

三
村
昌
司

本
体
四
、五
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
三
五
二
頁

二
〇
一
九
年
十
月
刊
行

ISBN
978-4-585-22253-8 C1021 

佐
藤
孝
之

三
村
昌
司
【
編
】

歴
史
資
料
の
継
承
の
た
め
に―

文
書
の
保
存・

近
世
・

近
現
代

日本史・アーカイブ

本体3,200円（+税）
四六判上製カバー装・336頁

ISBN978-4-585-20058-1 C1000

本体3,200円（+税）
四六判上製カバー装・336頁

ISBN978-4-585-20058-1 C1000

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 FAX◉03-5215-9025

本体4,500円（+税）
A5判並製カバー装・352頁

2019年10月刊行
ISBN978-4-585-22253-8 C1021 

近世・
近現代文書の保存・管理の歴史

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/

佐藤孝之・三村昌司［編］



中国文学・中国思想（古代）

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体 12,000円（+税）
A5判上製・450頁
2019年10月刊行

ISBN978-4-585-29187-9 C3098

本
体 

一 

二
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
上
製
・
四
五
〇
頁

二
〇
一
九
年
十
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29187-9 C3098

唐
代
通
行『
尚
書
』の
研
究

山
口
謠
司
　著

詩
聖
・
杜
甫
、詩
仙
・
李
白
が
読
ん
で
い
た『
尚
書
』は
、

現
行
の『
尚
書
』と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
だ
っ
た
！

写
本
か
ら
刊
本
へ

序　

文　
　
　

池
田
知
久
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

序　

論

　
一
、
写
本
と
刊
本

　
二
、
字
書
の
改
訂
と
訓
詁
の
変
化

　

三
、
テ
キ
ス
ト
の
変
化
と
復
元
の
問
題

　

四
、
顏
師
古「
定
本
」と
唐
代
通
行『
尚
書
』

　

五
、
現
存
す
る
唐
写『
尚
書
』諸
本

第
１
章　

越
刊
八
行
本『
尚
書
』攷

目   

次

唐代通行『尚書』の研究
―写本から刊本へ
山口謠司 著

詩
聖
・
杜
甫
、詩
仙
・
李
白
が
読
ん
で
い
た『
尚
書
』は
、

現
行
の『
尚
書
』と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
だ
っ
た
！

第
２
章　

本
論

　
一
、『
太
平
御
覧
』所
引『
尚
書
』攷

　

二
、『
祕
府
略
』紙
背『
尚
書
』攷

　

三
、『
藝
文
類
聚
』所
引『
尚
書
』攷

　

四
、『
文
選
』李
善
注
所
引『
尚
書
』攷

　

五
、『
群
書
治
要
』所
引『
尚
書
』攷

　

六
、『
後
漢
書
』李
賢
注
所
引『
尚
書
』攷

　

七
、『
一
切
經
音
義
』所
引『
尚
書
』攷

　

八
、
原
本
系『
玉
篇
』所
引『
尚
書
』攷

結　

論

お
わ
り
に

『
藝
文
類
聚
』・『
群
書
治
要
』な
ど
の
類
書
に
引
か
れ
て
い
る『
尚
書
』、

な
ら
び
に
遣
唐
使
将
来
本
・
敦
煌
本『
尚
書
』を
駆
使
し
て
、

唐
・
玄
宗
皇
帝
勅
命
改
字
以
前
の『
尚
書
』を
復
元
。

写
本
と
し
て
の
揺
れ
を
把
握
す
る
こ
と
は
、

魏
晋
南
北
朝
時
代
の『
尚
書
』を
思
想
的
に
解
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

宋
代
以
降
の『
尚
書
』解
釈
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
と
な
る
。 

山口謠司（やまぐち・ようじ）
1963年、長崎県生まれ。大東文化大学文学部准教授。博士（中国学）。
大東文化大学大学院、フランス国立社会科学高等研究院大学院に学ぶ。
専門は文献学。
『日本語を作った男 上田万年とその時代』（集英社インターナショナル）
で第 29回和辻哲郎文化賞受賞。
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図書館学・YA（中高生向け）読み物・文芸

ライブラリーぶっくす

四六判並製カバー装・207 頁
ISBN 978-4-585-20075-8　C0000

2020 年 10 月刊行

本体 1,800円（＋税）

司書のお仕事 ２
本との出会いを届けます

［著］　 大橋崇行（東海学園大学 准教授）

［監修］小曽川真貴（犬山市立図書館司書・日本図書館協会協会認定司書）

【目　次】
はじめに
第１章　図書館の幽霊
　　　　　コラム◎特別整理期間
　　　　　コラム◎図書館で司書として働くには

第２章　行政と法と図書館と
　　　　　コラム◎図書館とデータベース
　　　　　コラム◎読書バリアフリー法
　　　　　コラム◎図書館とゲーム
　　　　　コラム◎図書館と地域連携事業

第３章　本と人とが出会う場所
　　　　　コラム◎寄贈図書
　　　　　コラム◎図書館と生涯学習
　　　　　コラム◎図書館での資料保存
おわりに

【著者プロフィール】
大橋崇行（おおはし たかゆき)
作家、文芸評論家、東海学園大学人文学部准教授。博士（文学）。
小説の著書に『遥かに届くきみの聲』（双葉社）、『浅草文豪あやかし草紙』
（一迅社）など。
平成25年度全国大学国語国文学会「文学・語学」賞。
第1回双葉文庫ルーキー大賞受賞。

【本書の特徴】
○司書の日常を、ストーリーとコラムで
　わかりやすく楽しく読める。
○「除架と除籍」、「行政支援レファレンス」等…、
　専門用語や業務を、現役の司書が解説。
　各章末には仕事にまつわるコラムを附す。

（あらすじ）
公務員試験を突破して味岡市の職員に
採用された稲嶺双葉（いなみね・ふたば）
は、味岡市立図書館で司書として勤務
してはや半年、多岐にわたる業務を行
う中で、日々成長していた。
ある日、同僚に展示の入れ替えの相談
をするも、委託契約の業務外というこ
とで断られてしまう。同じ職場にいて
も、勤務形態の違いで業務内容が大き
く異なることを知り…。

　司書課程で勉強したいと思っている中高生、大学生、
社会人や、司書という仕事に興味を持っている方に向けて、
司書の仕事をストーリー形式でわかりやすく伝える。

司書って、どんな仕事をしてるの？
読めばわかる、司書の世界！

うらがわ

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

四六判並製カバー装・207 頁
ISBN 978-4-585-20075-8　C0000

2020 年 10 月刊行

本体 1,800 円（＋税）
司書のお仕事２
本との出会いを届けます
大橋崇行 ［著］／小曽川真貴［監修］

ライブラリーぶっくす



タイトル 編著者 注文数 本体価格 ISBN

【近刊】　中国史書入門　現代語訳　北斉書 氣賀澤保規　監修／池田恭哉・岡部毅史・梶山智史・倉本尚徳・田熊敬之　訳 6,000 978-4-585-29612-6
【近刊】　白居易研究年報　最終号 白居易研究会　編 9,000 978-4-585-07098-6
【新刊】　アジア遊学 251　仏教の東漸と西漸 荒見泰史　編 2,800 978-4-585-22717-5
【新刊】　書物学　第十八巻　蔵書はめぐる 編集部　編 1,800 978-4-585-20718-4
【新刊】　儒教儀礼と近世日本社会 松川雅信　著 10,000 978-4-585-21056-6
【新刊】　新羅中古期の史的研究 武田幸男　著 12,000 978-4-585-22278-1
【新刊】　宋代中国都市の形態と構造 伊原 弘　著 4,500 978-4-585-22069-5
【新刊】　古代の日本と東アジア 鈴木靖民　著 10,000 978-4-585-22279-8
【新刊】　司書のお仕事２ 大橋崇行　著／小曽川真貴　監修 1,800 978-4-585-20075-8
【準新刊】　唐代通行『尚書』の研究 山口謠司　著 12,000 978-4-585-29187-9
【準新刊】　国宝　漢書楊雄伝　第五十七 京都国立博物館　原本所蔵・編 ／石塚晴通・上杉智英・小助川貞次　解説 35,000 978-4-585-28046-0
【準新刊】　パブリックヒストリー入門 菅豊・北條勝貴　編 4,800 978-4-585-22254-5
【準新刊】　古文書の様式と国際比較 小島道裕・田中大喜・荒木和憲　編／国立歴史民俗博物館　監修 7,800 978-4-585-22272-9
【準新刊】　近世・近現代　文書の保存・管理の歴史 佐藤孝之・三村昌司　編 4,500 978-4-585-22253-8
【準新刊】　医学・科学・博物　東アジア古典籍の世界 陳捷　編 11,999 978-4-585-20072-7
【準新刊】　荒れ野の六十年 與那覇潤　著 3,200 978-4-585-22264-4
【準新刊】　琉球船漂着者の「聞書」世界 島村幸一　編 10,000 978-4-585-29197-8
【準新刊】　描かれたマカオ　Images of Macau 貴志俊彦・朱益宜・黄淑薇 　編 22,000 978-4-585-22262-0
中国史書入門　現代語訳　隋書 中林史朗・山口謠司　監修／池田雅典・大兼健寛・洲脇武志・田中良明　訳 4,200 978-4-585-29611-9
全訳　封神演義　1 二階堂善弘　監訳／山下一夫・中塚亮・二ノ宮聡　訳 3,200 978-4-585-29641-6
全訳　封神演義　2 二階堂善弘　監訳／山下一夫・中塚亮・二ノ宮聡　訳 3,200 978-4-585-29642-3
全訳　封神演義　3 二階堂善弘　監訳／山下一夫・中塚亮・二ノ宮聡　訳 3,200 978-4-585-29643-0
全訳　封神演義　4 二階堂善弘　監訳／山下一夫・中塚亮・二ノ宮聡　訳 3,200 978-4-585-29644-7
完訳　楊家将演義　上巻 岡崎由美・松浦智子　訳 2,700 978-4-585-29101-5
完訳　楊家将演義　下巻 岡崎由美・松浦智子　訳 2,700 978-4-585-29102-2
楊家将演義　読本 岡崎由美・松浦智子　編 2,400 978-4-585-29103-9
武将で読む　三国志演義読本 後藤裕也・小林瑞恵・高橋康浩・中川諭　著／中塚翠涛　題字 2,700 978-4-585-29078-0
本邦における三国志演義受容の諸相 長尾直茂　著 12,000 978-4-585-29179-4
辺境から訪れる愛の物語　沈従文小説選 沈従文　著／小島久代　訳 2,800 978-4-585-29059-9
中国現代散文傑作選　1920－1940 中国一九三〇年代文学研究会　編 4,200 978-4-585-29113-8
中国モダニズム文学の世界 城山拓也　著 6,500 978-4-585-29079-7
中国現代文学傑作セレクション 大東和重・神谷まり子・城山拓也　編 9,800 978-4-585-29162-6
上海モダン　『良友』画報の世界 孫安石・菊池敏夫・中村みどり　編 6,800 978-4-585-22208-8
雲南の歴史と文化とその風土 氣賀澤保規　編 7,000 978-4-585-22178-4
中国中世仏教石刻の研究 氣賀澤保規　編 9,500 978-4-585-21012-2
中国中世四川地方史論集 中林史朗　著 10,000 978-4-585-22118-0
梁職貢図と東部ユーラシア世界 鈴木靖民・金子修一　編 8,500 978-4-585-22060-2
宋代募兵制の研究 齋藤忠和　著 6,000 978-4-585-22081-7
サマルカンドの金の桃 エドワード・H・シェーファー　著／伊原弘　監修／吉田真弓　訳 4,800 978-4-585-02082-0
中国都市の形象 伊原 弘　著 3,200 978-4-585-03243-4
宋銭の世界 伊原 弘　編 4,500 978-4-585-03210-6
「清明上河図」と徽宗の時代 伊原 弘　編 4,500 978-4-585-27005-8
『清明上河図』をよむ 伊原 弘　編 4,500 978-4-585-04056-9
謎の名画・清明上河図 野嶋 剛　著 1,300 978-4-585-27011-9
故宮物語 野嶋 剛　著 2,700 978-4-585-22146-3
専門図書館探訪 青柳英治・長谷川昭子　共著／専門図書館協議会　監修 2,000 978-4-585-20070-3
世界の図書館から U-PARL　編 2,400 978-4-585-20069-7
ライトノベル史入門 　『ドラゴンマガジン』創刊物語 山中智省　著 1,800 978-4-585-29149-7
知っておきたい日本の漢詩 宇野直人　著 3,800 978-4-585-29169-5
古写真・絵葉書で旅する東アジア150年 村松弘一・貴志俊彦　編 3,800 978-4-585-22207-1
老子　訳注 小池一郎　著 3,200 978-4-585-29054-4
フルカラーで楽しむ　中国年画の小宇宙 三山 陵　編著 2,800 978-4-585-27016-4
日本語のなかの中国故事 小林祥次郎　著 4,200 978-4-585-28035-4
近世儒学韻学と唐音 湯沢質幸　著 8,000 978-4-585-28012-5
日韓漢文訓読研究 藤本幸夫　編 10,000 978-4-585-28015-6
日中韓思想家ハンドブック 小川晴久・張践・金彦鍾　編 3,200 978-4-585-20037-6
宣教師たちの東アジア 中村 聡　著 4,800 978-4-585-22105-0
明治・大正の日本論・中国論 藤田昌志　著 3,500 978-4-585-23046-5
浄土真宗と近代日本 川邉雄大　編 8,000 978-4-585-21032-0
字様の研究 西原一幸　著 9,800 978-4-585-28017-0
京城帝国大学の韓国儒教研究 李暁辰　著 7,500 978-4-585-21031-3
日本における中国画題の研究 張小鋼　著 9,000 978-4-585-27022-5
日明関係史入門 村井章介　編集代表／橋本 雄・伊藤幸司・須田牧子・関 周一　編 3,800 978-4-585-22126-5
東アジアにおける日本朱子学の位相 嚴錫仁　著 8,000 978-4-585-21028-3
中国書籍史のパースペクティブ 永冨青地　編訳 6,000 978-4-585-29097-1
世界神話入門 篠田知和基　著 2,400 978-4-585-22165-4
フランスの神話と伝承 篠田知和基　著 1,500 978-4-585-23406-7
東の妖怪・西のモンスター 徳田和夫　編 3,800 978-4-585-23057-1
琉球　交叉する歴史と文化 島村幸一　編 8,000 978-4-585-22078-7
沖縄　島人の歴史 ジョージ・Ｈ・カー　著／山口栄鉄　訳 7,000 978-4-585-22088-6
「倭寇図巻」「抗倭図巻」をよむ 須田牧子　編 7,000 978-4-585-22139-5
清代学術と言語学 木下鉄矢　著／池田秀三　序／川原秀城　後記 7,000 978-4-585-21035-1
後漢経学研究序説 井ノ口哲也　著 10,000 978-4-585-21023-8
内藤湖南とアジア認識 山田 智・黒川みどり　編 4,200 978-4-585-22056-5
チンギス・カンとその時代 白石典之　編 3,800 978-4-585-22127-2
「周縁」を生きる少数民族 澤井充生・奈良雅史　編 6,000 978-4-585-23035-9
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書誌学入門 堀川貴司　著 1,800 978-4-585-20001-7
対立する国家と学問 福井憲彦　編 2,700 978-4-585-23061-8
日本古代交流史入門 鈴木靖民・金子修一・田中史生・李成市　編 3,800 978-4-585-22161-6
貶謫文化と貶謫文学 尚永亮　著／愛甲弘志・中木愛・谷口高志　訳 13,500 978-4-585-29100-8
孝の風景 宇野瑞木　著 15,000 978-4-585-29118-3
南宋・元代日中渡航僧伝記集成 榎本 渉　著 17,000 978-4-585-21013-9
清朝宮廷演劇文化の研究 磯部 彰　編 18,000 978-4-585-29065-0
中国版画史論 小林宏光　著 25,000 978-4-585-27039-3
図説　道教医学 吉元昭治　著 50,000 978-4-585-24009-9
国宝　小川本　真草千字文 石塚晴通・赤尾栄慶　編 25,000 978-4-585-27049-2
日本「文」学史　第三冊 河野貴美子／Wiebke DENECKE／新川登亀男／陣野英則　編 3,800 978-4-585-29493-1
日本「文」学史　第二冊 河野貴美子／Wiebke DENECKE／新川登亀男／陣野英則／谷口眞子／宗像和重　編 3,800 978-4-585-29492-4
日本「文」学史　第一冊 河野貴美子／Wiebke DENECKE／新川登亀男／陣野英則　編 3,800 978-4-585-29491-7
「日中歴史共同研究」報告書　第2巻 北岡伸一・歩平　編 4,500 978-4-585-22035-0
「日中歴史共同研究」報告書　第1巻 北岡伸一・歩平　編 6,000 978-4-585-22034-3
長崎・東西文化交渉史の舞台　ポルトガル時代／オランダ時代 若木太一　編 4,000 978-4-585-22058-9
長崎・東西文化交渉史の舞台　明・清時代の長崎／支配の構図と文化の 若木太一　編 6,000 978-4-585-22064-0
漢字字体史研究　二 石塚晴通　監修／高田智和・馬場基・横山詔一　編 8,000 978-4-585-28029-3
漢字字体史研究 石塚晴通　編 8,000 978-4-585-28008-8
杜甫研究年報　第二号 日本杜甫学会　編 2,000 978-4-585-29442-9
杜甫研究年報　創刊号 日本杜甫学会　編 2,000 978-4-585-29441-2
通史と史料の間で　（石井正敏著作集４） 石井正敏　著／荒野泰典・須田牧子・米谷均　編 10,000 978-4-585-22204-0
高麗・宋元と日本　（石井正敏著作集３） 石井正敏　著／川越泰博・岡本真・近藤剛　編 10,000 978-4-585-22203-3
遣唐使から巡礼僧へ　（石井正敏著作集２） 石井正敏　著／村井章介・榎本渉・河内春人　編 10,000 978-4-585-22202-6
古代の日本列島と東アジア　（石井正敏著作集１） 石井正敏　著／鈴木靖民・赤羽目匡由・浜田久美子　編 10,000 978-4-585-22201-9
本朝文粋抄　五 後藤昭雄　著 2,800 978-4-585-29223-4
本朝文粋抄　四 後藤昭雄　著 2,800 978-4-585-29222-7
本朝文粋抄　三 後藤昭雄　著 2,800 978-4-585-29221-0
本朝文粋抄　二 後藤昭雄　著 2,800 978-4-585-05407-8
本朝文粋抄 後藤昭雄　著 2,800 978-4-585-05367-5
アジア遊学 249　漢学とは何か 川原秀城　編 2,800 978-4-585-22715-1
アジア遊学 247　移動するメディアとプロパガンダ 西村正男・星野幸代　編 2,800 978-4-585-22713-7
アジア遊学 246　和漢のコードと自然表象 島尾新・宇野瑞木・亀田和子　編 2,800 978-4-585-22712-0
アジア遊学 245　アジアの死と鎮魂・追善 原田正俊　編 2,800 978-4-585-22711-3
アジア遊学 244　前近代東アジアにおける〈術数文化〉 水口幹記　編 3,200 978-4-585-22710-6
アジア遊学 243　中央アジアの歴史と現在 松原正毅　編 2,400 978-4-585-22709-0
アジア遊学 242　中国学術の東アジア伝播と古代日本 榎本淳一・吉永匡史・河内春人　編 2,800 978-4-585-22708-3
アジア遊学 240　六朝文化と日本 蒋義喬　編著 2,800 978-4-585-22706-9
アジア遊学 239　この世のキワ 山中由里子・山田仁史　編 3,200 978-4-585-22705-2
アジア遊学 238　ユーラシアの大草原を掘る 草原考古研究会　編 3,200 978-4-585-22704-5
アジア遊学 237　銅鏡から読み解く2～4世紀の東アジア 實盛良彦　編 2,800 978-4-585-22703-8
アジア遊学 236　上海の戦後 髙綱博文・木田隆文・堀井弘一郎　編 2,800 978-4-585-22702-1
アジア遊学 235　菜の花と人間の文化史 武田和哉・渡辺正夫　編 3,200 978-4-585-22701-4
アジア遊学 233　金・女真の歴史とユーラシア東方 古松崇志・臼杵勲・藤原崇人・武田和哉　編 3,200 978-4-585-22699-4
アジア遊学 232　東アジア古典演劇の伝統と近代 毛利三彌・天野文雄　編 2,800 978-4-585-22698-7
アジア遊学 231　中国雲南の書承文化 山田敦士　編 2,800 978-4-585-22697-0
アジア遊学 230　世界遺産バリの文化戦略 海老澤衷　編 2,800 978-4-585-22696-3
アジア遊学 229　文化装置としての日本漢文学 滝川幸司・中本大・福島理子・合山林太郎　編 2,800 978-4-585-22695-6
アジア遊学 228　ユーラシアのなかの宇宙樹・生命の樹の文化史 山口博　監修／正道寺康子　編 2,800 978-4-585-22694-9
アジア遊学 227　アジアとしてのシベリア 永山ゆかり・吉田睦　編 2,800 978-4-585-22693-2
アジア遊学 225　満洲の戦後 梅村卓・大野太幹・泉谷陽子　編 2,800 978-4-585-22691-8
アジア遊学 223　日本人と中国故事 森田貴之・小山順子・蔦清行　編 2,800 978-4-585-22689-5
アジア遊学 222　台湾の日本仏教 柴田幹夫　編 2,800 978-4-585-22688-8
アジア遊学 220　杜甫と玄宗皇帝の時代 松原朗　編 2,800 978-4-585-22686-4
アジア遊学 218　中国古典小説研究の未来 中国古典小説研究会　編 2,000 978-4-585-22684-0
アジア遊学 217　「神話」を近現代に問う 植朗子・南郷晃子・清川祥恵　編 2,500 978-4-585-22683-3
アジア遊学 215　東アジア世界の民俗 松尾恒一　編 2,800 978-4-585-22681-9
アジア遊学 214　前近代の日本と東アジア 荒野泰典・川越泰博・鈴木靖民・村井章介　編 2,400 978-4-585-22680-2
アジア遊学 210　歴史のなかの異性装 服藤早苗・新實五穂　編 2,800 978-4-585-22676-5
アジア遊学 209　中世地下文書の世界 春田直紀　編 2,800 978-4-585-22675-8
アジア遊学 208　ひと・もの・知の往来 荒木浩・近本謙介・李銘敬　編 2,400 978-4-585-22674-1
アジア遊学 206　宗教と儀礼の東アジア 原田正俊　編 2,400 978-4-585-22672-7
アジア遊学 201　中国の音楽文化 川原秀城　編 2,000 978-4-585-22667-3
アジア遊学 199　衝突と融合の東アジア文化史 河野貴美子・王勇　編 2,000 978-4-585-22665-9
アジア遊学 198　海を渡る史書 金時徳・濱野靖一郎　編 2,000 978-4-585-22664-2
アジア遊学 197　日本文学のなかの〈中国〉 李銘敬・小峯和明　編 2,800 978-4-585-22663-5
アジア遊学 191　ジェンダーの中国史 小浜正子　編 2,800 978-4-585-22657-4
アジア遊学 188　日本古代の「漢」と「和」 北山円正・新間一美・滝川幸司・三木雅博・山本登朗　編 2,400 978-4-585-22654-3
アジア遊学 187　怪異を媒介するもの 東アジア恠異学会　編 2,800 978-4-585-22653-6
アジア遊学 185　「近世化」論と日本 清水光明　編 2,800 978-4-585-22651-2
アジア遊学 184　日韓の書誌学と古典籍 大高洋司・陳捷　編 2,000 978-4-585-22650-5
アジア遊学 182　東アジアにおける旅の表象 王成・小峯和明　編 2,400 978-4-585-22648-2
アジア遊学 181　南宋の隠れたベストセラー『夷堅志』の世 伊原 弘・静永 健　編 2,400 978-4-585-22647-5
アジア遊学 180　南宋江湖の詩人たち 内山精也　編 2,800 978-4-585-22646-8
アジア遊学 176　東アジア世界の「知」と学問 小島康敬　編 2,000 978-4-585-22642-0
アジア遊学 173　日中韓の武将伝 井上泰至・長尾直茂・鄭炳説　編 2,000 978-4-585-22639-0
アジア遊学 171　中国古典文学と挿画文化 瀧本弘之・大塚秀高　編 2,400 978-4-585-22637-6
書物学　第十七巻　編集文献学への誘い 編集部　編 1,500 978-4-585-20717-7
書物学　第十六巻　特殊文庫をひらく 編集部　編 1,500 978-4-585-20716-0
書物学　第十五巻　金属活字と近代 編集部　編 1,500 978-4-585-20715-3
書物学　第十四巻　贋作・偽作 編集部　編 1,500 978-4-585-20714-6
書物学　第十三巻　学問の家の書物と伝授 編集部　編 1,500 978-4-585-20713-9
書物学　第十二巻　江戸初期の学問と出版 編集部　編 1,500 978-4-585-20712-2
書物学　第十一巻　語りかける洋古書 編集部　編 1,500 978-4-585-20711-5
書物学　第十巻　南方熊楠生誕150年 編集部　編 1,500 978-4-585-20710-8
書物学　第九巻　江戸の欲望／江戸という欲望 編集部　編 1,500 978-4-585-20709-2



書物学　第八巻　国宝　称名寺聖教／金沢文庫文書 編集部　編 1,500 978-4-585-20708-5
書物学　第七巻　医書の世界 編集部　編 1,500 978-4-585-20707-8
書物学　第六巻　「書」が語る日本文化 編集部　編 1,500 978-4-585-20706-1
書物学　第五巻　洋古書の愉悦 編集部　編 1,500 978-4-585-20705-4
書物学　第四巻　出版文化と江戸の教養 編集部　編 1,500 978-4-585-20704-7
書物学　第三巻　書物とエロス 編集部　編 1,500 978-4-585-20703-0
書物学　第二巻　書物古今東西 編集部　編 1,500 978-4-585-20702-3
書物学　第一巻　書物学こと始め 編集部　編 1,500 978-4-585-20701-6


